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(1) a. （それぞれ確立した）複数の意味の認定 
b. プロトタイプ的意味の認定 
c. 複数の意味の相互関係の明示 






























図 1 語彙意味論のカテゴリー／イグゼンプラー・モデル（田中 1987：127） 
 
 類似度は，ある多義語において複数の意味がカテゴリーを形成するプロセスの基礎だと























b. 『日本国語大辞典』，『分類語彙表第 2 版』，『意味情報付与済み均衡コーパス』から語




b. データセットの用例について，「ある 1 文の語から見てほかの文の語が似ているか」












































(4) a. The boy climbed the tree（男の子が木に登った） 
 b. The plane climbed to 30,000 feet（飛行機が 3万フィートまで上昇した） 
 c. Prices are climbing day by day（物価は日に日に上昇している） 













 a. 日本刀はとてもするどい。 
 b. するどい岩角で足を切った。 
(6) 〈勢いが激しく感じられる〉 
a. この学生はするどい質問をする。 
 b. 闇をつらぬくするどい物音に驚く。 
 c. 彼の目つきは刑事のようにするどかった。 
 d. 両陣営はするどく対立している。 
(7) 〈知覚が敏感な〉 
 a. この子は音感がするどい。 
















クラウドソーシングを通したアンケート調査では，用例 20 文の全順序付き 2 つ組（380
対）を 1名 50 問実施した。図 2のような画面が設問を入れ替えて 10回表示される形式で
ある。調査の詳細は，表 1の通りである。調査に用いた用例は付録に記した。 
 
表 1 調査の詳細 
語 例文数 調査協力者数 調査実施日 費用 
鋭い 20文 380名(落選 2名) 2019/2/15 ¥7,220 
 
４.２ 調査結果 
 まず，例文ごとの類似度平均を表 2に示す。0から 5までの 6段階評定で中間が 2.5であ














 次に，意味別の類似度平均を表 3に示す。 
 
表 3 「鋭い」の意味別類似度 
 
物理的に鋭利 勢いが激しい 感覚が敏感な
物理的に鋭利 3.62 1.65 1.37
勢いが激しい 1.72 2.08 2.12
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(G) 何を煮てるんだ？ 「林檎よ」 リンゴ？ 耳触りの良い音と、辺りの【鋭い】匂いと
がすぐには結びつかずに、男は同じ言葉を繰り返してしまう。 【出典】サンプル ID，開
始位置：LBa9_00016,13810 
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(H) 明峯治平の双眸が【鋭く】凛太郎を射た。【出典】サンプル ID，開始位置：
LBa9_00034,24640 
(I) 浅野はぱさぱさの長髪をかきあげ、血走った【鋭い】眼で矢口を睨んだ。【出典】サンプ
ル ID，開始位置：LBa9_00064,112870 
(J) 制服警官が二人、【鋭い】声をかけ、拳銃を構えて駆け寄ってきた時は、ぎくりとさせら
れた。【出典】サンプル ID，開始位置：LBa9_00100,88800 
(K) 自分の発音を録音して聞き直してみても、耳の【鋭く】ない人にはあまり役に立たず、
かえって間違った発音が固定してしまう結果になる、という意味であったと記憶してい
る。【出典】サンプル ID，開始位置：LBb2_00026,14260 
(L) 一匹のイシダイが、ものの見事に針につらぬかれている。しかし、頭を【鋭い】針に打
ち抜かれながら、体をくねらせ、口をパクパクさせてもがく様子は残酷だった。【出典】
サンプル ID，開始位置：LBb3_00037,43820 
(M) 元来棋士は、自分の気付かぬ着想、【鋭い】感覚を高く評価しがちで、高川流の平凡の非
凡は下風に見る傾向がある。【出典】サンプル ID，開始位置：LBb7_00011,44970 
(N) オリンピック出場が決定する試合だけに、競技場は【鋭い】緊張感に蔽われ、灰色のメ
イン・スタンドは曇天の空に冷然と浮び、その両腕で僕らを抱き包んだ。【出典】サンプ
ル ID，開始位置：LBb9_00116,3790 
(O) 朝鮮半島にも分断国家が存在するが、ここでも東西の対立が【鋭く】反映している。【出
典】サンプル ID，開始位置：LBc3_00013,43270 
(P) 魚が餌に食いつくのはすぐにわかった。そのあと道糸をゆるめるためにサオの先端を下
げ、道糸が水に引かれるのを見ながら、サオを【鋭く】振った。【出典】サンプル ID，
開始位置：LBf7_00009,7100 
(Q) 【鋭く】尖ったスパイクの完全な砲列が、上腕をおおい、保護するために配置されてい
る。【出典】サンプル ID，開始位置：LBe4_00002,63230 
(R) オニヤンマは迫り来る暗雲から遁れようとするのか、【鋭い】角度で空を切りながら逃
げまどう。【出典】サンプル ID，開始位置：LBcn_00028,36070 
(S) 一瞬、暗雲の中に白い胸が逆光をうけ白銀に輝いた。と同時に稲妻が【鋭く】雲を切っ
てはしった。【出典】サンプル ID，開始位置：LBcn_00028,40480 
(T) 金属片は少し曲がったが、それだけの努力で【鋭い】痛みが彼の右腕を縦に走った。【出
典】サンプル ID，開始位置：LBd9_00137,91810 
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